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令
和
元
年
９
月
議
会
定
例
会
は
、
９

月
３
日
か
ら
18
日
ま
で
の
日
程
で
開
か

れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
５
、６
日
に
行

わ
れ
、
村
議
員
が
村
政
の
重
要
な
課
題
等

に
つ
い
て
村
側
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　

議
会
審
議
は
18
日
に
行
わ
れ
、
提
出

さ
れ
た
議
案
は
追
加
議
案
を
含
め
て
全

て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
30
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

災
害
関
連
農
村
生
活
環
境
施
設
復

旧
事
業
・
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金

事
業
農
業
集
落
排
水
管
路
工
事
（
草

野
第
１
地
区
・
草
野
１
期
②
）
請
負

契
約
の
変
更
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

飯
舘
村
立
義
務
教
育
学
校

設
置
条
例

消
費
税
率
等
の
引
き
上
げ
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

農
業
用
機
械
の
取
得
に
つ
い
て

被
災
地
域
農
業
復
興
総
合
支
援
事

業
効
果
促
進
事
業　

飯
舘
村
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
等
用
地
造
成
工
事
請

負
契
約
に
つ
い
て

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

飯
舘
村
介
護
福
祉
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

今
議
会
で
可
決

さ
れ
た
議
案
等

（
紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

村
長
村
政
報
告

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館

学
校
教
育
関
係

い
い
た
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

生
涯
学
習
関
係

お
か
え
り
な
さ
い
補
助
金

農
政
関
係

長
泥
地
区
環
境
再
生
事
業
の
現
状

に
つ
い
て

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
廃
炉
決
定

令和元年  第７回

飯舘村議会定例会

帰
還
困
難
区
域
に
お
け
る
応
急
仮

設
・
借
上
げ
住
宅
の
無
償
提
供
期

間
の
終
期
に
つ
い
て

　

昨
年
、
県
が
令
和
２
年
３
月
末
で

無
償
提
供
期
間
の
終
了
を
決
定
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
県
が
新
た
に

福
島
第
一
原
発
プ
ラ
ン
ト
の
立
地
自

治
体
で
あ
る
大
熊
町
と
双
葉
町
に
つ

い
て
は
、
自
治
体
の
大
部
分
が
帰
還

困
難
区
域
で
あ
る
た
め
、
両
自
治
体

に
限
り
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
１
年

間
延
長
す
る
決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
帰
還
困
難
区
域

は
、
令
和
２
年
３
月
末
ま
で
に
無
償

提
供
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
特
別
な
事
情
（
住
宅
新
築

や
リ
フ
ォ
ー
ム
中
な
ど
）
で
退
去
で

き
な
い
場
合
に
限
っ
て
、
時
期
を
特

定
し
た
上
で
、
最
長
令
和
３
年
３
月

末
ま
で
延
長
で
き
ま
す
。
本
村
の
帰

還
困
難
区
域
で
あ
る
長
泥
地
区
の
住

民
に
は
、
説
明
を
し
て
い
ま
す
が
、

再
度
機
会
を
と
ら
え
て
周
知
徹
底
を

図
り
、
無
償
提
供
期
限
ま
で
に
遺
漏

の
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

（
紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

村
長
村
政
報
告

　

本
事
業
施
行
に
あ
た
っ
て
の
放
射

線
安
全
性
の
検
証
方
法
で
す
が
、
土

壌
中
放
射
能
濃
度
の
測
定
の
際
、
放

射
能
濃
度
分
別
機
の
投
入
前
と
分
別

後
、
５
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
未
満
と
５

０
０
０
ベ
ク
レ
ル
を
超
す
も
の
に
分

別
し
、
５
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
未
満
の

も
の
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

測
定
の
際
に
は
環
境
省
、
業
者
な
ど

関
係
者
の
み
で
な
く
、
地
元
住
民
や

学
識
者
な
ど
に
よ
る
確
認
も
行
い
ま

す
。

　

帰
還
困
難
区
域
内
の
活
動
等
に
つ

い
て
は
、
現
在
厳
し
い
制
限
が
さ
れ

て
お
り
、
地
元
住
民
か
ら
は
も
っ
と

弾
力
的
な
運
用
を
求
め
る
声
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
環
境
省
に
よ
れ
ば
、

長
泥
地
区
に
つ
い
て
は
、
現
在
年
間

積
算
線
量
が
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を

下
回
っ
て
い
る
た
め
、
不
必
要
な
制

限
（
防
護
服
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
長
靴

な
ど
）
は
可
能
な
限
り
取
り
除
く
方

向
で
関
係
省
庁
と
協
議
し
、
弾
力
的

な
運
用
を
図
っ
て
い
く
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
、
東
京
電
力
小
早
川
代

表
執
行
役
社
長
が
来
庁
し
、
福
島
第

二
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
に
つ
い

て
、
執
行
役
員
会
に
て
正
式
に
決
定

を
し
た
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
ま
で
に
イ
ノ
シ
シ
１
７
７
頭
を

駆
除
し
ま
し
た
。
ま
た
、
村
内
で
農
業

に
携
わ
る
方
の
圃
場
に
つ
い
て
は
、
ご

希
望
に
応
じ
て
順
次
、
電
気
牧
柵
等

の
導
入
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館

の
状
況
で
す
が
、
平
成
29
年
８
月
12

日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
７
月
末
ま

で
の
レ
ジ
客
数
は
、
ま
で
い
館
が
９

２
７
５
５
人
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
が

２
６
万
５
０
９
８
人
で
す
。

　

７
月
17
日
、
第
２
回
目
の
義
務
教

育
学
校
開
校
準
備
委
員
会
を
開
催
し
、

校
名
候
補
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
６
月
５
日

か
ら
25
日
の
期
間
に
応
募
い
た
だ
い

た
１
３
３
件
の
校
名
を
参
考
に
、
新

し
い
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
校
名
候
補

を
委
員
会
で
協
議
し
、「
飯
舘
村
立
い

い
た
て
希
望
の
里
学
園
」
を
選
定
し

ま
し
た
。

　

７
月
末
ま
で
に
、
村
民
や
村
内
事

業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
に
５
５
９

８
冊
を
購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。
更

に
は
、
こ
の
交
付
金
を
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
８
月
11
日
に
い
い
た

て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館
に
て
、
村

商
工
会
青
年
部
主
催
の
い
い
た
て
夏

祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
で
い
牛

の
ふ
る
ま
い
、
餅
ま
き
や
、
村
の
団

体
に
よ
る
よ
さ
こ
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
21
日
か
ら
24
日
に
、
沖
縄
ま

で
い
の
旅
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年

か
ら
小
学
５
年
生
も
対
象
と
し
、５
・

６
年
生
33
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

８
月
13
日
か
ら
８
月
20
日
に
、
未

来
へ
の
翼
北
欧
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。
昨
年
か
ら
参
加
者
の
枠
を
広
く

し
、
今
ま
で
の
中
学
生
に
加
え
、
こ

れ
か
ら
村
を
背
負
っ
て
立
つ
30
代
・

40
代
の
若
手
村
民
、
ス
タ
ッ
フ
の
職

員
併
せ
て
、18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

中
学
生
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し

て
一
回
り
大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き

ま
し
た
。

　

帰
村
の
届
を
出
さ
れ
て
い
る
５
７

６
世
帯
の
内
、
８
月
１
日
現
在
５
３

５
件
の
申
請
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
７
件
の
畜
産
農
家
が
、
７

月
末
ま
で
に
和
牛
の
肥
育
・
繁
殖
一

貫
経
営
１
件
、
乳
牛
の
育
成
経
営
１

件
を
含
む
９
件
に
な
り
、
村
内
で
飼

養
さ
れ
て
い
る
牛
も
、
繁
殖
雌
牛
約

２
２
０
頭
、
肥
育
牛
23
頭
、
乳
牛
の

育
成
牛
22
頭
ま
で
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
は
、
２
地
区

５
件
か
ら
、
30
代
の
若
手
農
家
２
件

を
含
む
５
地
区
10
件
ま
で
生
産
者
が

増
加
し
、
６
月
か
ら
始
ま
っ
た
出
荷

が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

⃝９月議会定例会⃝


